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信)
名
誉
教
授
編
集
後
記
『
中
京
大
学
文
学
会
論
叢』
第
四
号
を
お
届
け
す
る
。
今
号
は
、
今
年
度
限
り
で
退
職
な
さ
る
日
本
文
学
科
の
佐
藤
隆
先
生
、
言
語
表
現
学
科
の
浅
岡
邦
雄
先
生
の
ご
退
職
記
念
号
と
し
て
の
編
集
と
な
っ
た
。
両
先
生
所
縁
の
方
々
を
含
め
、
上
代
文
学
か
ら
出
版
文
化
ま
で
の
幅
広
い
分
野
の
論
文
十
三
篇
を
掲
載
す
る
大
部
な
も
の
と
な
っ
た
。
お
忙
し
い
折
に
ご
寄
稿
頂
下
さ
っ
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
佐
藤
先
生
・
浅
岡
先
生
に
は
、
大
学
の
業
務
が
劇
的
に
多
忙
化
し
て
い
く
中
、
共
に
長
く
文
学
部
・
文
学
研
究
科
、
並
び
に
文
学
会
の
発
展
に
ご
尽
力
頂
い
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
お
二
人
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
。
な
お
文
学
会
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て
は
、
今
年
度
は
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
が
完
成
年
度
を
迎
え
、
来
年
度
に
は
文
学
研
究
科
に
歴
史
文
化
専
攻
博
士
前
期
(
修
士)
課
程
が
開
設
さ
れ
る
。
両
先
生
の
ご
退
職
は
寂
し
く
も
あ
る
が
、
一
方
で
文
学
会
は
更
な
る
展
開
・
飛
躍
の
た
め
の
絶
好
の
機
会
を
迎
え
て
い
る
。
本
会
の
発
展
の
た
め
に
、
会
員
諸
士
に
は
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
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